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鳥栖市はサガン鳥栖に加え久光スプリングスが拠点を置くこととなり、スポーツを通じて魅力
ある地域になっていくとともに、交通の要衝としてその機能を活かし、災害時には支援物資の輸
送などに貢献できるまちとして、更なる価値を見出すことが求められます。我々ＪＣＩ鳥栖が鳥
栖市に住まう人々と共に地域に対する愛情を醸成し、鳥栖市の魅力を伝えていくことができる組
織として持続的で愛情溢れる地域を創造することが必要です。
まずは、この鳥栖市という地が個性溢れるまちへと成長していくために、地元にプロスポーツ

チームがあるという強みを生かしスポーツの魅力を発信し、鳥栖市民の一体感を醸成していきま
す。そして、鳥栖市民や近隣住民が自分たちの住み暮らす地域の魅力を実感し誇りをもってもら
うために、鳥栖市や近隣に住む児童にプロスポーツと触れ合う場を設け身近にスポーツの力を実
感することで、スポーツを通したより深い地域愛を育みます。さらに、子供たちの他者を思いや
る心を育むために、わんぱく相撲ＬＯＭ予選大会を開催し、心身の鍛錬と礼儀礼節を重んじる和
の伝統を伝えます。また、鳥栖市が災害に強く地域住人が安心して暮らせるまちへとなるため
に、近年発生した被害状況や支援対策の実態を学びメンバー間で共有し災害対策に関する知識を
高めることで、迅速にかつ円滑に支援活動へ動ける体制を整えます。そして、九州の防災のかな
めとしての役割を果たすために、我々ＪＣＩ鳥栖と九州地区協議会や佐賀ブロック協議会、市
政、社会福祉協議会などが連携をとることで、チームとして災害対策に対応できる強固な組織の
構築を進めます。
ＪＣＩ鳥栖の会員一人ひとりが鳥栖市の魅力と誇りをあらためて実感し、伝統的価値観を育ん

だ子供たちや地域愛を醸成した市民と我々ＪＣＩ鳥栖が一体となり、鳥栖市をこれまで以上に盛
り上げ、市民運動の先頭に立ち、発信し続ける組織となることを目指します。

＜事業計画＞
　　１．鳥栖の魅力を活かした愛されるまちづくりの実施
　　２．わんぱく相撲ＬＯＭ予選大会の実施
　　３．防災拠点の確立に向けた運動
　　４．やよい祭り、まつり鳥栖の参加・協力
　　５．会員拡大の実施（全員）


